動物実験等の実施を本学以外の機関に委託等する場合の相談様式
注）この様式は，長崎大学動物実験規則第４条第２項に関連し，動物実験責任者が動物実験等の実施を本学以外の機関に委託等する場合に，委託等先においても，動物愛護法等に基づき，適正に動物実験等が実施されることを確認するにあたり，実験方法が適正かどうかの助言を動物実験委員会に相談するものである。
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